
 
 
 

会 

員 

連 

絡 
 
 
 

          
 

Ⅰ 

総
会
お
よ
び
大
会
に
つ
い
て 

 
 
 

五
月
一
九
日
（
土
）・
二
〇
日
（
日
）
の
両
日
、
本
学
会
第
五
九
回
総
会
及
び
第
六
六
回
大
会
が
千
葉
大
学
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
参
加
者
は
延
べ
約
六
五
〇
名
で
盛
況
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 

 本
総
会
に
お
け
る
報
告
及
び
議
決
事
項
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
（
敬
称
略
）。 

 
 
 
 

議 

長 

挨 
拶 

 
 
 
 

佐
藤
和
夫 

 
 
 
 

会 

長 

挨 

拶 
 
 
 
 

野
家
啓
一 

 
 
 
 

一 

般 

報 

告 
 
 
 
 

入
江
幸
男 

 
 
 
 

国
際
交
流
活
動
報
告 

 
 
 

尾
関
周
二 

前
年
度
決
算
報
告 

 
 
 
 

高
橋
久
一
郎 

 
 
 
 

会
計
監
査
報
告 

 
 
 
 

酒
井
潔
・
熊
野
純
彦 

 
 
 
 

本
年
度
予
算
審
議 

 
 
 
 

高
橋
久
一
郎 

 
 
 
 

編
集
委
員
会
報
告 

 
 
 
 

古
茂
田
宏 

 
 
 
 

若
手
奨
励
賞
表
彰
式 

 
 
 

受
賞
者 

藤
川
直
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対
象
論
文
「
固
有
名
と
記
述
―
ウ
ェ
ッ
ト
ス
タ
イ
ン
の
「
解
消
」
に
抗
し
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
な
お
、
佳
作
と
し
て
、
西
村
正
英
「
後
期
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
形
而
上
学
に
お
け
る 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

物
体
の
存
在
論
的
身
分
」（
英
文
）
が
選
ば
れ
た
。） 

 
 

① 

一
般
報
告 

 
 
 
 

二
〇
〇
六
年
度
日
本
哲
学
会
事
業
報
告
を
既
に
配
布
し
た
報
告
の
記
載
通
り
に
承
認
し
た
。 

 
 

② 

会
計
報
告 

 
 
 
 
 

二
〇
〇
六
年
度
日
本
哲
学
会
会
計
報
告
を
既
に
配
布
し
た
報
告
の
記
載
通
り
に
承
認
し
た
。 

 
 
 
 
 

二
〇
〇
七
年
度
日
本
哲
学
会
予
算
を
既
に
配
布
し
た
報
告
の
記
載
通
り
に
承
認
し
た
。 

  
 

③ 

日
本
哲
学
会
研
究
倫
理
規
定
を
す
で
に
配
布
し
た
案
通
り
に
承
認
し
た
。 

 

Ⅱ 

新
役
員
組
織
に
つ
い
て 

① 

委
員
お
よ
び
会
計
監
査 

郵
送
お
よ
び
大
会
会
場
で
の
投
票
に
よ
る
選
挙
結
果
に
も
と
づ
き
、
次
の
方
々
に
就
任
を
依
頼
し
承
諾
を
得
た
。
投

票
者
総
数
は
、
一
二
二
名
で
あ
っ
た
。
辞
退
者
を
除
く
選
挙
結
果
は
左
記
の
通
り
。 

（
開
票
立
会
人
は
、
飯
田
隆
、
高
橋
久
一
郎
、
山
内
志
朗
の
各
氏
） 

＊ 

全
国
区
（
敬
称
略
）  

野
家
啓
一(

五
六)  

 

飯
田
隆(

三
九)  
 
 

高
山
守(

三
〇) 

鷲
田
清
一(

二
八)   

伊
藤
邦
武(

二
七) 

北
川
東
子
（
二
六) 

 

清
水
哲
郎(

二
五) 

 

小
林
道
夫(

二
二) 

牧
野
英
二(

二
〇) 

 

一
ノ
瀬
正
樹(

一
九) 

 

古
茂
田
宏(

一
八) 

   

山
内
廣
隆(

一
七) 

   

尾
関
周
二(

一
五)    

石
崎
嘉
彦
（
一
五)   

鹿
島
徹(

一
二) 

 
 

高
田
純(

一
二) 

 
 

 

岩
田
靖
夫(

一
二) 

 
 

岡
本
由
起
子
（
一
一
） 

 
 
 
 
 

 

＊ 

地
方
区
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 

北
海
道 

地 

区 
 

新
田
孝
彦(

一)     
   

奥
谷
浩
一
（
一
） 

 
 

 
 
 
 

東 

北 

地 

区 
 

篠
澤
和
久
（
五
） 

 
 

座
小
田
豊
（
三
） 

 
 
 
 

関 

東 

地 

区 
 

神
崎
繁(

三)
 
 
 
 
 

大
橋
容
一
郎(

三) 
  
 
 
 

中 

部 

地 

区 
 

金
山
弥
平
（
六
） 

 
 

服
部
裕
幸
（
四
） 

 
 
 
 

近 

畿 

地 

区 
 

入
江
幸
男
（
五
） 

 
 

工
藤
和
男
（
二
） 

 
 
 
 

中
国
・
四
国
地
区 

 

石
田
三
千
雄
（
四
） 

 

宮
坂
和
男
（
一
） 

九
州
・
沖
縄
地
区 

 

種
村
完
司(

七)  

円
谷
裕
二(

三) 



※ 

六
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
委
員
会
に
お
い
て
、
会
長
は
高
山
守
氏
に
決
定
さ
れ
た
。 

＊ 

会
計
監
査
（
敬
称
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

高
橋
久
一
郎 

（
六
） 

 

山
田
弘
明 

（
三
） 

② 

編
集
委
員 

 
 
 
 

第
一
回
委
員
会
に
お
い
て
次
の
会
員
に
編
集
委
員
を
委
嘱
し
た
（
敬
称
略
）
。 

 

伊
佐
敷
隆
弘
、 

 
 

石
田
三
千
雄
、 

 
 

石
原 

孝
二
、 

 
 

伊
藤 

邦
武
、 

 
 

上
枝 

美
典
、 

 
 
 

 
 

大
越 

愛
子
、 

 
 

岡
本
由
起
子
、 

 
 

荻
野 

弘
之
、 

 
 

柏
端 

達
也
、 

 
 

樫 
 

則
章
、 

 
 

 
 

加
藤 

泰
史
、 

 
 

金
山 

弥
平
、 

 
 

金
子 

洋
之
、 

 
 

川
本 

隆
史
、 

 
 

北
川 

東
子
、 

 
 

 
 

座
小
田 

豊
、 

 
 

佐
藤 

義
之
、 

 
 

鈴
木 

泉
、 

 
 
 

須
藤 

訓
任
、 

 
 

高
田 

珠
樹
、 

 

戸
田
山
和
久
、 

 
 

冨
田 
恭
彦
、 

 
 

富
松 

保
文
、 

 
 

中
才 

敏
郎
、 

 
 

檜
垣 

立
哉
、 

 
 

 
 

別
所 

良
美
、 

 
 

望
月 
太
郎
、 

 
 

山
口 

誠
一
、 

 
 

山
口 

義
久
、 

 
 

渡
辺 

邦
夫 

 

※
六
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
委
員
会
に
お
い
て
、
座
小
田
豊
氏
が
編
集
委
員
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
、
七
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
の
旨
が
了
承
さ
れ
た
。 

 
 

③ 

幹
事
お
よ
び
事
務
局
委
員 

事
務
局
校
会
員
の
堀
江
聡
氏
が
事
務
局
長
に
、
ま
た
斉
藤
慶
典
、
山
内
志
朗
各
氏
が
事
務
局
幹
事
に
就
任
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
。 

 
 
 

 

Ⅲ 

来
年
度
大
会
に
つ
い
て 

 
 

① 

開
催
場
所 

 

広
島
大
学 

 
 

② 

日 
 

時 
 

二
〇
〇
八
年
五
月
一
七
日
（
土
）
・
一
八
日
（
日
）
の
予
定 

③ 

来
年
度
大
会
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
（
敬
称
略
）。 

第
一
日
目 

午
前 

第
一
〜
第
三
会
場 

一
般
研
究
発
表 

午
後 

総
会 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
平
和
・
戦
争
・
暴
力
」 

 
 

提
題
者 

 
･･
･･･････

交
渉
中 

 
 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

･･･
････
･･

交
渉
中 

 
 

司
会 

 
 

越
智
貢
・
北
川
東
子 

第
二
日
目 

 

第
一
〜
第
三
会
場
（
午
前
お
よ
び
午
後
） 

一
般
研
究
発
表 

 

特
別
会
場 

共
同
討
議
Ⅰ 

「
哲
学
史
を
読
み
直
す
〜
イ
ス
ラ
ム
思
想
の
視
点
か
ら
（
仮
）」 

 
 

 
 
 

提
題
者 

 

山
内
志
朗
・
竹
下
政
孝 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

司
会 

 
 

清
水
哲
郎 

共
同
討
議
Ⅱ 

「
脳
科
学
と
心
」 

  
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

提
題
者 

 

信
原
幸
弘
・
武
田
一
博 

 
 
 

司
会 

 
 

戸
田
山
和
久 

④
一
般
研
究
発
表
に
つ
い
て 

１ 

応
募
方
法 

 

発
表
要
旨
を
４
に
掲
げ
る
所
定
の
書
式
に
し
た
が
っ
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
留
め
た
も
の
五
部
と
、 

「
一
般
研
究
発
表
応
募
調
書
」
一
部
を
提
出
す
る
こ
と
。 

＊
郵
送
用
封
筒
の
表
に
「
一
般
研
究
発
表
要
旨
在
中
」
と
明
記
す
る
こ
と 

＊
応
募
し
た
原
稿
は
返
却
し
な
い
。 

２ 

応
募
締
切 

 
 

二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
二
日
（
月
）
必
着 

３ 

審 
 

査 
 
 

編
集
委
員
会
で
審
査
・
選
考
す
る
。
結
果
は
二
〇
〇
八
年
三
月
ご
ろ
に
通
知
す
る
予
定
。 

４ 

発
表
要
旨
書
式 

Ｂ
５
サ
イ
ズ
三
枚
以
内
、
横
書
き
、
三
六
字
・
三
五
行
、
フ
ォ
ン
ト
一
〇
ポ
イ
ン
ト
、
上
余
白
三
〇
ミ
リ
、
下
余
白
二



五
ミ
リ
、
左
右
余
白
二
七
ミ
リ
。
頁
番
号
は
つ
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
一
頁
目
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

上
部
の
八
行
の
う
ち
第
一
行
目
と
第
八
行
目
を
空
行
に
し
て
、
残
り
の
六
行
の
な
か
に
題
目
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
可

能
で
あ
れ
ば
氏
名
の
下
に
所
属
機
関
を
収
め
る
。
題
目
は
、
一
二
ポ
イ
ン
ト
中
央
、
副
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
一
ポ

イ
ン
ト
ま
た
は
一
〇
ポ
イ
ン
ト
中
央
、
氏
名
は
、
一
一
ポ
イ
ン
ト
ま
た
は
一
二
ポ
イ
ン
ト
右
寄
せ
。
ふ
り
が
な
は
、
ル

ビ
の
体
裁
で
も
、
氏
名
の
直
後
に
丸
括
弧
の
な
か
に
入
れ
て
も
よ
い
。
所
属
機
関
は
、
九
ポ
イ
ン
ト
右
寄
せ
、
丸
括
弧

に
入
れ
る
。 

＊
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
仕
様
か
ら
生
じ
る
若
干
の
差
異
を
許
容
す
る
。                                               

＊
応
募
さ
れ
た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
版
下
と
し
て
使
用
す
る
の
で
、
右
記
書
式
（
レ
イ
ア
ウ
ト
）
を
遵
守
す
る
こ
と
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
学
会
Ｈ
Ｐ
に
も
こ
の
書
式
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

HTUhttp://philosophy-japan.org/
UTH 

 

Ⅵ 

公
募
論
文
に
つ
い
て 

１ 

論
文
テ
ー
マ 

哲
学
に
関
す
る
も
の
。
た
だ
し
、
未
公
刊
の
も
の
に
限
る
。 

２ 

応
募
資
格 

 

当
年
度
会
費
を
納
入
済
み
の
日
本
哲
学
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
年
度
の
『
哲
學
』
に
公
募
論
文
が
掲
載
さ
れ

た
者
を
除
く
。 

３ 

使
用
言
語 

 

日
本
語
、
も
し
く
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
。 

４ 

原
稿
分
量 

 

以
下
の
形
式
で
応
募
し
て
下
さ
い
。 

・
日
本
語
、
欧
文
、
い
ず
れ
の
場
合
も
句
点
、
ピ
リ
オ
ド
等
も
字
句
数
に
数
え
る
。 

・
枚
数
は
厳
守
の
こ
と
。 

・
日
本
語
の
場
合
：
本
文
と
注
を 

四
〇
字
×
四
〇
行
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て 

(

改
行
な
ど
に
よ
る
ス
ペ
ー
ス
も
含
め
て)

 

一
〇
枚
以
内
。 

・
欧
文
論
文
の
場
合
：
本
文
と
注
を
含
め
六
〇
〇
〇
語
以
内
。
日
本
語
の
全
訳 (

も
し
く
は
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
順
序
に
忠
実

な
要
約)

 

を
付
す
こ
と
。 

５ 

欧
文
要
旨 

 

日
本
語
、
欧
文
論
文
と
も
に
、
三
〇
〇
語
程
度
の
欧
文
要
旨 (

英
・
独
・
仏
語
の
い
ず
れ
か) 

と
そ
の
日
本
語
訳
を
作
成

す
る
こ
と
。 

６ 

提
出
物 

 
 

以
下
の
要
領
で
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
を
必
要
部
数
揃
え
る
こ
と
。 

・
原
稿
は
Ａ
４
判
用
紙
に
左
記
の
要
領
で
印
刷
し
て
下
さ
い
。
応
募
原
稿
に
は
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
所
属
機
関
名
を
明

記
の
こ
と
。 

・
日
本
語
の
場
合
：
一
頁
四
〇
字
×
四
〇
行
で
印
字
し
た
も
の
を
五
部 

(

本
文
と
注
は
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で)

 

。 

・
欧
文
論
文
の
場
合
：
特
に
印
字
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
日
本
語
訳
は
同
じ
く
一
頁
四
〇
字 

×
四
〇
行
で
印
字

し
、
欧
文
論
文
と
そ
の
日
本
語
訳
を
そ
れ
ぞ
れ
五
部
。 

・
欧
文
要
旨
と
そ
の
日
本
語
訳
を
各
五
部
。 

・
「
応
募
論
文
調
書
」
を
一
部(

調
書
の
書
式
は
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す)

。 

*
(

注
１) 

原
稿
フ
ァ
イ
ル
、
欧
文
要
旨
、
応
募
論
文
調
書
の
三
つ
を
添
付
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
Ｅ
メ
ー
ル
で 

日
本
哲
学
会
事
務
局( nittetu@

phil.flet.keio.ac.jp
)

ま
で
送
る
こ
と
。 

 

 
 
*
(

注
２) 

欧
文
論
文
の
場
合
、
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ
ッ
ク
を
あ
ら
か
じ
め
受
け
る
も
の
と
し
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
チ
ェ

ッ
カ
ー
に
よ
る
、
チ
ェ
ッ
ク
済
の
証
明
書
と
、
そ
の
チ
ェ
ッ
カ
ー
の
経
歴
書 

(

と
も
に
書
式
自
由)

 

各
一
部
を

添
え
る
こ
と
。 

７ 

提
出
要
領 

 
 

以
上
を
揃
え
た
上
で
、
封
筒
の
表
に
「
公
募
論
文
原
稿
在
中
」
と
明
記
の
上
、
日
本
哲
学
会
事
務
局
宛
に
郵
送
の
こ
と
。 

(

な
お
、
提
出
さ
れ
た
原
稿
は
返
却
し
て
お
り
ま
せ
ん
。) 

８ 

応
募
締
め
切
り 

随
時
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
『
哲
學
』
次
号
掲
載
の
た
め
の
締
め
切
り
目
安
は
六
月
末
で
す
が
、
そ
の
期
日
内

に
提
出
さ
れ
た
論
文
で
あ
っ
て
も
、
採
用
さ
れ
た
論
文
の
数
が
多
い
場
合
や
、
書
き
直
し
等
に
よ
り
審
査
に
日
数
を
要

す
る
場
合
な
ど
、
次
々
号
以
降
に
掲
載
が
延
期
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

９ 

審 

査 
 
 

  

編
集
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
審
査
・
選
考
し
ま
す
。
審
査
の
過
程
で
問
題
点
を
応
募
者
に
指
摘
し
、
書
き
直
し
の
要

求
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
採
用
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
結
果
と
理
由
を
通
知
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
か
つ
て
「
不
採
用
」
と
判
定
さ
れ
た
応
募
者
が
、
新
た
に
論
文
を
投
稿
し
、
こ
の
新
規
投
稿
論
文
が
旧
論

文
と
ほ
ぼ
同
内
容
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、「
不
採
用
」
と
な
り
ま
す
。 

 



Ⅴ 

そ
の
他 

① 

『
日
本
哲
学
会
会
員
名
簿
』
を
同
封
致
し
ま
す
。 

② 
会
費
納
入
の
お
願
い 

会
費
を
お
納
め
下
さ
い
。
会
費
は
年
六
千
円
で
す
。
会
費
年
度
は
三
月
一
日
か
ら
二
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
納
分

の
合
計
は
封
筒
の
宛
名
ラ
ベ
ル
の
右
下
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
（
金
額
が
ゼ
ロ
、
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
符
号
が
つ
い
て
い
る
場

合
は
、
入
金
超
過
で
す
の
で
、
お
支
払
い
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
な
お
、
納
入
会
費
額
は
二
〇
〇
七
年
七
月
の
資

料
に
基
づ
い
て
お
り
ま
す
。
行
き
違
い
の
節
は
ご
容
赦
下
さ
い
（
会
費
四
年
以
上
未
納
の
会
員
に
は
、『
哲
學
』
の
送
付
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
）。
領
収
証
は
郵
便
振
替
用
紙
の
払
込
票
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

③ 

自
然
退
会
に
つ
い
て 

日
本
哲
学
会
で
は
、
会
費
未
納
期
間
が
九
年
以
上
の
会
員
の
方
に
つ
い
て
は
、
自
然
退
会
と
し
て
処
理
し
ま
す
。
た
だ

し
、
会
費
が
四
年
以
上
未
納
と
な
り
雑
誌
『
哲
學
』
の
送
付
を
停
止
し
た
後
も
、
退
会
届
が
未
提
出
で
あ
る
場
合
に
は
、

引
き
続
き
会
員
と
し
て
登
録
し
て
お
り
、
会
費
も
請
求
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
退
会
申
請
者
で
会
費
未
納
分
の
あ
る

方
や
、
自
然
退
会
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
も
、
『
哲
學
』
送
付
期
間
の
未
納
分
の
会
費
は
納
付
い
た
だ
く
よ
う
に
求
め
て

お
り
ま
す
。 

④ 

日
中
交
流
の
成
果
が
本
と
し
て
今
秋
出
版
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

⑤ 

連
絡
は
郵
便
ま
た
は
ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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大
学
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日
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学
会
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一
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三
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東
京
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三
田
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電
子
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: 
nittetu@
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電
話: 09

0-3802-
5114

（
但
し
、
水
・
金
一
時
か
ら
四
時
ま
で
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以
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二
〇
〇
七
年
七
月
三
十
一
日 

日
本
哲
学
会
事
務
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